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『娘のふるさと』という資料を通して，

「ふるさと」について考えを深めました！ 

 

文部科学省資料 

『私たちの道徳』P.201 より引用 

ふるさとは，仲の良い友達がいて，自分が幸せだと感じられる場所だと

思う。自分が楽しめることが出来たらいいと思った。ふるさとは，人と関

わっていくことによって幸せを感じられるから，周囲の人と関わることで，

ふるさとはつくられると思った。 

『ふるさと』とは，長い年月をかけて「楽しい」を思い出にして，その

土地について知っていくことでつくられていくものだと思う。 

ふるさととは，日々を幸せに過ごすことができ，たくさんの人々と関わ

って過ごした場所。幸せな時間を過ごして，たくさんの人とコミュニケー

ションをとっていくことで，ふるさとをつくっていくことが出来る。 

『ふるさと』とは，自分にとって幸せな場所。ふるさとは，大切なもの

があるからこそ『ふるさと』と言えると思います。 

今は「ふるさとだ」という感覚はないけど，どこかへ引っ越しをしたり，

長年住んだりしていると，「ここがふるさとだ」という実感が湧くのかなと

思った。 

ふるさとは，一番楽しくて，思い出がたくさん詰まっている所だと思い

ます。なので，自分のふるさとは，一番長くいた場所だと思います。 

自分のふるさとは幕山で，自分のふるさとは一生幕山になる。生まれた

地域は違うけど，ふるさとは温かくて，自分が「また帰りたい」という場

所だと思う。ふるさとを思う気持ちは大切だと分かりました。 
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